
わくわくワークショップ
第４回 図画工作科



ワークショップメニュー

2 題材について
○ 14：07～14：15

はじめに 本日の予定
○ 14：00～14：02

1 自己紹介（勤務校、経験年数、担当学年･･･など）
○ 14：02～14：07



ワークショップメニュー

3 いっしょにやってみましょう
○ 「電動糸のこぎりを使って 抽象立体づくりに挑戦！」
製作・鑑賞 14：15～14：55

★適当に休憩もしてください。

4 おわりに
〇 気が付いたことなどを共有 14：55～15：00



2 題材について

【図画工作科の目標】

表現及び鑑賞の活動を通して，造形的な見方・考
え方を働かせ，生活や社会の中の形や色などと豊
かに関わる資質・能力を次の通りに育成すること
を目指す。



2 題材について
【図画工作科の目標】

（1）対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解すると
ともに，材料や用具を使い，表し方を工夫して，創造的につくったり表したりす
ることができるようにする。

（2）造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し方などについて考え，創造的に発送
や構想をしたり，作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることがで
きるようにする。

（3）つくりだす喜びを味わうとともに，感性を育み，楽しく豊かな生活を創造しよう
とする態度を養い，豊かな情操を培う。



2 題材について

【第5学年及び第6学年の目標】 ★学習指導要領より★

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解する
とともに，材料や用具を活用し，表し方などを工夫して，創造的につくったり，
表したりすることができるようにする。

（2） 造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し方などについて考え，造形的に発
想や構想をしたり，親しみのある作品などから自分の見方や感じ方を深めたりす
ることができるようにする。

（3） 主体的に表現したり鑑賞したりする活動に取り組み，つくりだす喜びを味わう
とともに，形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。



2 題材について

「立体」とは？

立体・・・自分の感じたことや思ったことなど
を表す

工作・・・意図や用途がある程度明確で、生活を楽しくしたり、伝
                        え合ったりするものなどを表す



2 題材について
学
年

日本文教出版 立体に表す
題材名

学
年

開隆堂出版 立体に表す
題材名

1 ねんどで ごちそう なにつくろう？ 1 すきなもの いろいろ あるね

1 いっしょに おさんぽ 1 いろんな ともだち はなしだす

1 はこで つくったよ 1 くしゃくしゃ だいへんしん

2 にぎにぎ ねん土 1 はこと はこを くみあわせて

2 くしゃくしゃ ぎゅっ 2 こんにちは むぎゅたん

2 ともだちハウス 2 つんで ならべて びっくりしタワー

2 おもいでを かたちに 2 ふたりは なかよし

3 切ってかき出しくっつけて 3 生まれかわった なかまたち

3 トントン どんどん くぎうって 3 けずってつけて わたしたちの形

3 だんボールの形をかえて 3 みんなで つくろう ねん土ランド

3 ねん土マイタウン



2 題材について
学
年

日本文教出版 立体に表す
題材名

学
年

開隆堂出版 立体に表す
題材名

4 ねん土の板を立ち上げて 4 お気に入りの形

4 のこぎりギコギコ 4 どろどろカッチン

4 ようこそ！ゆめのまちへ 4 直線と曲線から生まれる形

5 糸のこスイスイ 5 ねん土で動きをハイ、ポーズ！

5 美しく立つはり金 5 ぺたんこねん土でつくってみると

5 のぞいてみると 5 だんボールでためしてつくって

5 ミラクル！ミラーワールド 6 形の中に入ってみると

5 けずって見つけたいい形 6 ねん土の板から生み出す形

6 光の形 6 白くなったら見える世界

6 固まった形から

6 水の流れのように

6 未来のわたし



県の図画工作部会の提案より

【重点1】
意欲を高めるための
「課題設定」

【重点2】
思いやイメージを
膨らませるための
「自他との対話」

【重点3】
意味や価値の自覚を促す

「振り返り」

2 題材について

研究主題

感じる ひろげる つなげる

～造形的な見方・考え方を働かせ、
意味や価値をつくりだす子どもの姿を求めて～



題材を通した表現における伸びの自覚
新たな表現への発展意欲

意欲を高めるための
「課題設定」

思いやイメージを膨らませるための
「自他との対話」

意味や価値の自覚を促す
「振り返り」

〈題材目標の達成〉

造形的な
意味や価値

感じる

ひろげる

つなげる

意味や価値
造形的な

感じる

ひろげる

つなげる

造形的な
意味や価値

造
形
的
な
見
方
・

考
え
方

【研究構想図】

〈題材に対する自分の思いや願い〉



2 題材について 教科書より
日本文教出版 5・6年上 ～糸のこスイスイ～



2 題材について 教科書より
開隆堂出版 5・6年上 ～糸のこの寄り道散歩～



2 題材について

【重点1】 意欲を高めるための「課題設定」

やってみたい！ 面白そう！ 自分ならこうしたい！

題材との出会わせ方の工夫

教師の作品例の提示



2 題材について

○ 評価規準
知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

・ 電動糸のこぎりを使って板をいろいろな
形に切り、組み合わせて表すときの感覚や
行為を通して、動き、バランス、色の鮮やか
さなどを理解している。
・ 表現方法に応じて電動糸のこぎりや紙や
すりを活用するとともに、板材や水彩絵の
具についての経験や技能を総合的に生
かしたり、表現に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表している。

・ 動き、バランス、色の鮮やかさなどを基に、自分のイメージ
をもちながら、板を切り分けたり、組み合わせたりしながら感
じたこと、想像したことから表したいことを見付け、形や色、
材料の特徴、構成の美しさなどの感じなどを考えながら、ど
のように主題を表すかについて考えている。
・動き、バランス、色の鮮やかさなどを基に自分のイメージをも
ちながら、自分たちの作品の造形的なよさや美しさ、表現の
意図や特徴、表し方の変化などについて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ方を深めている。

・ つくりだす喜びを味わい，主
体的に電動糸のこぎりを使っ
て板をいろいろな形に切り、
組み合わせて表す学習活動
に取り組もうとしている。



2 題材について

○ 評価規準



★ 学習指導要領より ★
【共通事項（1）】

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

ア

自分の感覚や行為を
通して，形や色に気付
くこと。

自分の感覚や行為を
通して，形や色などの
感じが分かること。

自分の感覚や行為を
通して，形や色などの
造形的な特徴を理解
すること。

イ

形や色などを基に，
自分のイメージをもつ
こと。

形や色などの感じを
基に，自分のイメージ
をもつこと。

形や色などの造形的
な特徴を基に，自分
のイメージをもつこと。



2 題材について

○ 授業後に期待する子供の姿

用具（電動糸のこぎり）を使い、自らつくりだした材料を使って、
自分なりの思いをもって考え、組み合わせながら表そうとする

抽象



2 題材について
○ 評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

・ 電動糸のこぎりを使って板をいろいろな
形に切り、組み合わせて表すときの感覚や
行為を通して、動き、バランス、色の鮮やか
さなどを理解している。
・ 表現方法に応じて電動糸のこぎりや紙や
すりを活用するとともに、板材や水彩絵の
具についての経験や技能を総合的に生
かしたり、表現に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表している。

・ 動き、バランス、色の鮮やかさなどを基に、自分のイメージ
をもちながら、板を切り分けたり、組み合わせたりしながら感
じたこと、想像したことから表したいことを見付け、形や色、
材料の特徴、構成の美しさなどの感じなどを考えながら、ど
のように主題を表すかについて考えている。
・動き、バランス、色の鮮やかさなどを基に自分のイメージをも
ちながら、自分たちの作品の造形的なよさや美しさ、表現の
意図や特徴、表し方の変化などについて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ方を深めている。

・ つくりだす喜びを味わい，主
体的に電動糸のこぎりを使っ
て板をいろいろな形に切り、
組み合わせて表す学習活動
に取り組もうとしている。

抽象のよさ



2 題材について

【重点1】 意欲を高めるための「課題設定」

題材との出会わせ方の工夫

教師の作品例の提示

やってみたい！ 面白そう！ 自分ならこうしたい！

どんな
作品例を
提示

するか？



2 題材について

大きなぐるぐるが
お気に入りだよ

全部のパーツを違う色に
塗ったよ

ぎざぎざ
うねうね

いろんな形に
切って組み合わせたよ

不思議なつながりを
イメージしたよ

「カラフルなつながり」



3 いっしょにやってみましょう

課題設定：「 」

題材設定：全６時間
〇第１時････････････電動糸のこぎりの安全な使い方を知り、活動

の見通しをもつ。

     〇第２時～第４時･･･板をいろいろな形に切ることを楽しみ、面白い
形を考えながら組み合わせを工夫して表す。

     

     〇第５時～第６時･･･切った板材に着色し、形と色の組み合わせを
考え、工夫して表す。作品を見合い、形や組

                                                      み合わせの面白さやよさについて話合う。
アクリル絵の具、ポスターカラー

などがオススメ！



3 いっしょにやってみましょう

① いろいろな 形に 切ってみよう ・・・8～10パーツに分ける
（下描きの線なし！思い切って切り始める！！）



3 いっしょにやってみましょう

② 切ったパーツを 組み合わせて
立体作品にしよう

③ 作品に 題名を つけよう（鑑賞タイム）



アンケートのお願い

ご参加いただいた皆様の声を基に，今
後のワークショップをより充実させて
いきたいと考えております。
アンケートにご協力ください。忌憚の
ないご意見をどうぞよろしくお願いい
たします。



Instagramのご案内



全218ページ

香川大学教育学部
附属坂出小学校

フルカラー



２０２５年
（令和７年）

１月31日（金）

香川大学教育学部
附属坂出小学校

教育研究発表会

お会いできるのを
楽しみにしております。



第４回
わくわく授業づくり
ワークショップ
家庭科

令和６年８月２日（金）



家庭科の目的

生活をよりよくしようと工夫する
資質・能力の育成

協力・協働

健康・快適・安全

生活文化の継承・想像

持続可能な社会の構築

A 家族・家庭生活

B 衣食住の生活

C 消費生活・環境

３つの領域

家庭科の見方・考え方



開隆堂



開隆堂



東京書籍



東京書籍



家庭科の目的

生活をよりよくしようと工夫する
資質・能力の育成

協力・協働

健康・快適・安全

生活文化の継承・想像

持続可能な社会の構築

A 家族・家庭生活

B 衣食住の生活

C 消費生活・環境

３つの領域

家庭科の見方・考え方



各領域で主に働かせる家庭科の見方・考え方



B衣食住の生活

B⑸「生活を豊かにするための 布を用いた製作」

◎衣生活の課題を解決する力

◎衣生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度

を育成

健康・快適・安全

生活文化の継承・想像

B 衣食住の生活

、生活の中にある布を用いた物に関心をもち、布の特徴を生かして
生活を豊かにするための物を考えて製作できるようにするとと もに、

生活を楽しもうとする態度の育成につなげる



扱いやすさ
（しるしの付けやすさ
裁ちやすさ
ほつれにくさ
縫いやすさ）
丈夫さ
様々な色や柄 など

、生活の中にある布を用いた物に関心をもち、布の特徴を生かして
生活を豊かにするための物を考えて製作できるようにするとともに、
生活を楽しもうとする態度の育成につなげる

生活を快適に、便利
に
楽しい雰囲気を作る
その過程で、自分自
身が豊かな気持ち
に

生活に役立つ
身近な人との関わり
生活文化への関心

↓

生活を豊かにする



扱いやすさ
（しるしの付けやすさ
裁ちやすさ
ほつれにくさ
縫いやすさ）
丈夫さ
様々な色や柄 など

、生活の中にある布を用いた物に関心をもち、布の特徴を生かして
生活を豊かにするための物を考えて製作できるようにするとともに、
生活を楽しもうとする態度の育成につなげる

・裏地を付ける必要がな
く、家庭用ミシンでも扱い
やすい
•暖かい
•丈夫なのに軽い
•用途が幅広い
•シワになりにくい
•デザイン性が高い

キルティング



、生活の中にある布を用いた物に関心をもち、布の特徴を生かして
生活を豊かにするための物を考えて製作できるようにするとともに、
生活を楽しもうとする態度の育成につなげる

生活を快適に、便利に
楽しい雰囲気を作る
その過程で、自分自身
が豊かな気持ちに

生活に役立つ
身近な人との関わり
生活文化への関心

↓

生活を豊かにする

ナップサック



健康・快適・安全

生活文化の継承・想像

修学旅行や遠足で移動す
るときに、筆箱やしおりを持
ち運びやすいね！ 両手が空いて

安全だね！

同じ作り方でできる
「巾着」は平安時代
から使われているよ！ 中に綿をはさんだ生

地は、はんてんと同じ
だね！



家族の好きな色の布で、
家族にも作ってプレゼ
ントしたい！

協力・協働

持続可能な社会の構築

着なくなった服から布を
とってバッグを作ると、
環境にもいいよ！



フェルトの小物づくり
（手縫い）

段階性のある題材配列

内容B 衣食住の生活（衣生活）
⑸ 生活を豊かにするための布を用いた製作

トートバッグ
（ゆとりや縫いしろの必要性）

平面的なものから立体的なものへ
基礎的なものから応用的なものへ
要素的なものから複合的なものへ

〇
用
具
の
安
全
な
取
り
扱
い

〇
製
作
に
必
要
な
材
料
や
手
順

〇
製
作
計
画

段
階
性

エプロン
（ミシン縫い）



指導要領解説ｐ５５ 製作計画について

指導に当たっては、…製作手順の根拠について考え、

製作の見通しをもつことができるよう配慮する。例えば、

布製品の実物を観察して製作手順を考えたり、段階見本等
を用いて確かめたりする活動などが考えられる。

計画、準備、製作、仕上げ、
片付け…
効率的なのは…安全なのは…
→作業の順番を決める必要

①裁った布にしるし
②まち針（しつけ縫い）で布と布をとめる
③しるしを合わせる
④縫う
⑤縫い目を整える
⑥糸の始末
⑦アイロン…

大きさはどうやって決める？縫いしろやゆとりって？
ポケットをつけるのはいつ？
まちばりが必要なのはなぜ？
最初は裏表？なぜ？
布端の処理や糸の始末はなぜ必要？



指導要領解説ｐ５５

指導に当たっては、…製作手順の根拠について考え、

製作の見通しをもつことができるよう配慮する。例えば、

布製品の実物を観察して製作手順を考えたり、段階見本等
を用いて確かめたりする活動などが考えられる。

やって
みよう！



アンケートのお願い

ご参加いただいた皆様の声を基に、今
後のワークショップをより充実させて
いきたいと考えております。
アンケートにご協力ください。忌憚の
ないご意見をどうぞよろしくお願いい
たします。

おわりに



Instagramのご案内

Please Follow Us！

おわりに



おわりに

全218ページ

フルカラー

香川大学教育学部
附属坂出小学校



おわりに

２０２５年
（令和７年）

１月31日
（金）

香川大学教育学部
附属坂出小学校
教育研究発表会

お会いできるのを
楽しみにしております。
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